
【5STEP】マインドコントロールマニュアル 
 

【定義】 
 
 

マインドコントロールとは： 

 

「自己決定権を放棄し、支配者の指示に従うことを正

しいと信じ込む状態」 

 

分かりやすくいうと、自分の頭で考えるスイッチを切っ

てしまい、 

 

「この人の言うことなら間違いない」と信じて、 

気づけば全部その人に判断を委ねている状態です。 

 

この状態に導くためには、段階的な心理操作が使わ

れます。 

以下は、カルトや悪徳商法で典型的に使われる 5つ
のステップ です。 



 

 

 

ステップ1：接近と信頼関係の構築（情報の隠
蔽と欺瞞） 
 

分かりやすくいうと、 

「にこっ」と近づいてきて、あなたのいいところをやたら

褒めて安心させるやり方です。 

 

ふわっと心のドアを開かせてから、本当の目的を隠し

て少しずつ引き込む入口の段階です。 

 

 

例えば、 

 

●​入会の目的や団体名を隠し、嘘を交えて安心感
を与える​
 



●​家族や友人など、既に信頼されている人を経由し
て接触する 

​
 

●​「あなたは特別だ」「才能がある」と褒め、自己愛を
刺激して心を開かせる 

​
 

👉 ポイント 

 

「悪い人だと思われたくない」という心理（自己呈示）に

つけ込み、ターゲットは自然に相手に合わせてしまう。 

 

🔎 解説：警戒心を解く入り口 

 

この段階で重要なのは、ターゲットに「自分にとって利

益がある人だ」「この人は信頼できる」と思わせること。 

 

 



心理学でいう ラポール形成（信頼関係の構築） を意
図的に行うことで、ターゲットは無意識に心を開いてし

まう。 

 

 

ここでの嘘は後々「この人は嘘をつく人ではない」とい

う ビリーフ（思い込み） に繋がる。 

 

 

 

 

ステップ2：社会的遮断（孤立化） 
 

分かりやすくいうと、 

「これは内緒にしてね」と言われたり、「あの人たちは

実はあなたを裏切ってる」と吹き込まれ、相談できる人

をじわじわ減らされることです。 

 

気づかないうちに“相手だけが頼り”という状況に追い
込まれます。 



 

例えば、 

 

●​「これは内緒にして」「理解できるまで誰にも言わ
ないで」と口止めする 

​
 

●​「今あなたが信じている人は実は悪意がある」な
どと嘘を流し、批判的な人から遠ざける 

​
 

●​ネット勧誘では、他者が気づかないうちに孤立さ
せられるケースも​
 

👉 ポイント 

 

他人の意見を聞けなくなると、判断がゆがみやすくな

る。 

 

 



🔎 解説：情報コントロールと判断力の麻痺 

 

人は判断が正しいかどうかを、家族や友人に相談して

確認する。 

 

その繋がりを断たれると、支配者の情報だけを「唯一

の真実」と信じ込むようになる。 

 

やがて正常な判断力は麻痺し、歪んだ常識が形成さ

れる。 

 

 

 

 

ステップ3：無力感と恐怖の植え付け（不安と恐
怖の利用） 
 

分かりやすくいうと、 

 



「あなたはヤバい状態だよ。放っておくと大変なことに

なるよ」と不安をぐっと煽って、助けはここにしかないと

思わせるやり方です。 

 

不安から心が沈み、頼れるのはその相手だけ、という

状態に追い込まれます。 

 

 

例えば、 

 

●​不安や悩みを聞き出し、「解決しないと破滅する」
と脅す 

​
 

●​SNSや知人から情報を集め、弱点を突く 

​
 

●​架空の敵やオカルト的存在を作り出し、恐怖を増
幅させる 

 



 

👉 ポイント 

 

「助けを得られるのはここだけ」という依存が強まる。 

 

🔎 解説：弱点の創造と帰属エラーの利用 

 

ターゲットの 自己ビリーフ（自分は価値があるか／能
力があるか）を揺さぶる。 

 

「問題はあなたの性格や能力に原因がある」と示唆

し、帰属エラーを誘発。 

 

結果、自分に原因があると信じ込み、精神的無力感に

陥る。 

 

そこへ「私たちが助けてあげる」と差し伸べられると、

支配者なしでは生きられないと錯覚する。 

 



 

 

 

 

ステップ4：権威の構築（思想の絶対化） 
 

分かりやすくいうと、 

 

「この人はすごい」「絶対に間違わない」と信じ込ませ

て、相手の言葉を鵜呑みにさせることです。 

 

つまり、自分の頭で考えるのをやめてしまう状態。スッ

と信じ切ってしまうんです。 

 

例えば、 

 

●​リーダーを「唯一の救世主」「超人的存在」と崇拝
させる 

​
 



●​都合の良い情報やフェイク情報だけを与える 

​
 

●​批判が入らない環境を作り、「絶対性」を信じ込ま
せる 

 

​
 

👉 ポイント 

 

ここまで来ると、自力で疑うことは難しい。 

 

 

🔎 解説：思考停止の状態へ 

 

支配者の思想や指示を 「唯一絶対の真実」 と信じ込
ませる。 

 

リーダーを信じ込むことで、自分の頭で考えることを放

棄。 



 

批判的な意見は「悪意ある嘘」と処理され、支配者の

情報だけが真実となる。 

 

 

 

 

 

ステップ5：幻想の期待（理想の提示） 
 

分かりやすくいうと、 

 

「あなたもこうなれる」「家族も幸せになれる」とバラ色

の未来を見せることです。 

 

ゴールのイメージを与えられると、人はワクワクしてつ

い信じたくなります。 

 

現実の問題よりも「もし叶ったら…」の期待でいっぱい
になり、疑問を横に置いてしまうのです。 



 

 

例えば 

 

●​「理想の人生」「理想社会」を描き、夢を見させる 

​
 

●​疑問が出ても「もし本当だったら？」と迫り、迷わ
せる 

​
 

●​科学的に確かめられない中で「信じるしかない」と
思い込ませる 

​
 

👉 ポイント 

 

希望と恐怖を同時に使い、ターゲットの判断力を奪う。 

 

🔎 解説：希望という名の最後の鎖 



 

「忠実に従えば理想の未来が手に入る」という強い希

望を抱かせる。 

 

矛盾があっても「今は理解できなくても、最終的に良い

結果になる」と都合よく解釈する。 

 

これは 確証バイアス（信じたい情報だけを集める心
理）で強化され、ターゲットは抜け出せなくなる。 

 

 

 

 

 

【最終段階】 
 

これらのステップを経るとターゲットは―― 

 

●​心理的現実を歪められる 



​
 

●​自己決定を放棄する 

​
 

●​支配者の意思に依存する 

 

​
 

これが 「マインドコントロールの完成」 です。 

 

 

難しい言葉を日常のイメージに置き換えると、流れは

こうなります。 

 

 

1.​仲良くなって油断させる（営業マンがにこにこ近づ
いてきて、やたら褒めるイメージ） — ふわっと心を
開かせる。 



​
 

2.​周りから切り離す（「誰にも言うな」） — じわじわ孤
立。 

​
 

3.​不安でビクビクさせ、依存させる（「放っておいたら
ダメになるよ」） ｢えぇーどうしよう｣と不安が増す。 

​
 

4.​絶対的な存在を作る（「この人だけが正しい」） — 
思考停止、スッと鵜呑み。 

​
 

5.​夢を見せて縛る（「従えば理想が来る」） — 期待と
恐怖でがんじがらめ。​
 

 

 

 

 



 

「真実」は、いつもあなたの手の中にある 
 

このマニュアルに書かれているのは、カルトや悪徳商

法が使う“禁断のテクニック”です。 

 

彼らはそれで人の自己決定権を奪い、思考を止めさ

せ、従わせる。 

 

でも、本質はもっとシンプルです。 

 

人間は「自分で決めたい」という欲求を持ちながら、同

時に「最もらしい情報」に弱い。 

 

――「これが私の答えだ」と思った瞬間、その答えに
従ってしまう生き物なのです。 

 

 

 



 

 

稼ぐことの本質は「答えを提示すること」 
 

アフィリエイトやコンテンツビジネスに置き換えるとよく

分かります。 

 

●​稼ぐとは、商品を押し付けることではない。 

​
 

●​相手の「無力感」や「恐怖」を見抜き、そこに正しい
答えを差し出すこと。 

 

●​しかも「自分で気づいた」と思えるように演出する
こと。 

 

​
 

つまり、稼ぐという行為そのものが、マインドコントロー

ルのプロセスと同じ構造を持っているんです。 



 

 

 

 

マインドコントロールの5ステップをマーケティン
グに応用すると 
 
 

1.​接近と信頼関係の構築​
​
 SNSやブログで専門性や人柄を出し、相手の悩
みに徹底的に共感する。 

 

 

 

2.​社会的遮断 

​
​
 メルマガやコミュニティで「ここだけの情報」を渡
し、熱心に追わせる。 

 



 

​
 

3.​無力感と恐怖の植え付け 

​
​
 「今の方法には限界がある」と突きつけ、現状の
やり方に自信をなくさせる。​
 

4.​権威の構築 

​
​
 　実績や成功事例を示し、「この人の言葉は信じ
ていい」と思わせる。 

​
 

5.​幻想の期待 

​
​
 　商品を手にした後の未来を描かせ、「逃せば後
悔する」という希望と恐怖を同時に与える。​
 



 

 

 

 

最後に 
 

この5ステップを悪用すれば「支配」になります。 

けれども、本当に価値のあるものを提供するなら、こ

れは「教育のプロセス」になる。 

 

人の人生を前向きに変えていく力になる。 

真実は、いつもあなたの手の中にある。 

 

――あなたは、それを「操るため」に使いますか？ 

 

それとも「導くため」に使いますか？ 
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